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潜在性 0可能世界・出来事

一=新たな世紀における形而上学という戦場をめぐつて一一

鈴木 泉

大陸系哲学の現在を俯嗽する資格も余裕も私にはないが、九〇年代以降のフ

ランス語圏における哲学に限つて言うならば、次のような状況が見てとれるよ

うに思う。
1/ドイツ観念論に匹敵するような哲学運動としての一九六〇年以降の現代

フランス哲学は一つの終焉を迎えた。アンリ・デリダ・ リクールらの死はその

象徴である。
2/その哲学運動の末端に生まれ、九〇年代を主導したのはマリオン (・ シュ
ーレ)による神学/哲学史/現象学における作業であり、存在 ―神 ―論として
の形而上学の超出を目論む点においてデリダの脱構築の作業を引き継ぐもの

であつた。
3/他方、ハイデガーの深い影響下に繰り広げられたデリダからマリオンに至
る形而上学批判の思考に対抗するような仕方で、(た とえば R Nefら の手によつ

て)分析的形而上学の導入が始まりつつある。
4/また、昨年の没後一〇年を一つの機会として、二〇世紀後半における最大
の形而上学者の一人であるドゥルーズの本格的読解 。活用が始まりつつある。
こうして見ると、形而上学批半1/分析的形而上学/ド ゥルーズ形而上学とい

う仕方で、形而上学をめぐる複数の立場が立ち並んでいる、と言うことが出来
よう。それぞれの立場に限つても検討すべき課題は無数にある (ゴ 存在 ―神 ―

論としての形而上学の形成過程を探求するマリオンとそのシューレの作業、と
りわけ、存在の類比の発明を辿り存在 ―神 ―論を歴史化 。相対化する J.―F.

Courtineや 原因概念と根拠律の系譜学を遂行する V Caraudら の壮大な作業の

評価 ;b/否定神学をめぐるデリダとマリオンの応接の見届け ;c/ア リス トテレ
ス由来の歴史的なそれとは異なる仕方で形而上学に重要な意義を与えるレヴィ
ナスの位置の測定 ;dlタ ル ドか らベルクソンとい う「別の形而上学」



(MontcbcnO)と の関わりにおけるドゥルーズの位置づけ、等 )々。 しかし、こ
こでは、二つの立場を背景にしながらドゥルーズ形而上学をダイレクトに事柄
として評価する観点に立ち、形而上学の新たな戦場に足を踏み入れることにし
たい。課題は無数にあるが暫定的に三点挙げる。
υ潜在性 :少なくとも『差異と反復』におけるドゥルーズにとつての潜在性

概念の重要性は決定的である。可能性 (pos動116)と 潜在性 (宙rtud“)の概
念を区別し、可能性が現実性の成立の事後に回顧的に遡行することによつて見
出される空虚な概念に過ぎず、この回顧的な遡行によつて初めて見出された可
能的なものの実現化 (r6alisation)と して現実性が捉えられるのに対して、潜在
性は、可能性とも、したがつてその実現化に他ならない現実性とも類似性を有
することがなく、それ固有の独自の実在性を有する、という論点をドゥルーズ

は自らの存在論の核心に据えている。だが、この潜在性は、一体どのような存
在論的な位置づけを有するものなのか。可能性とは区別される潜在性とはどの

ような存在様相なのか、そもそも潜在性とは存在様相なのか。可能世界の実在
が現実世界と同等の重みを有するというルイスの様相実在論、さらにはアリス

トテレスからライプニッツを経てルイスに至る「可能的なものの流出の進展」
(NeOにまつわる議論と重ねあわせることによつて何が見えてくるか。この問
いは、もう一人の形而上学者ハル トマンとのつき合わせも要請するかも知れな
い。

iυ (曖味なアダム〉:可能性概念を自らの哲学から殆ど排除するドゥルーズ

は、他方でライプニッツの共可能性及び非共可能性の概念を導入し、特異な個
体 。人称発生論を展開している。とりわけ重要なのは 〈曖味なアダム)の議論
である。すなわち、或る可能世界における個体間の共可能性だけでなく、アダ
ムが罪を犯す世界とアダムが罪を犯さない世界のような可能世界間の一一相
互に矛盾しているわけではないが、共に両立可能ではないという一―非共可能
性の問いを重要視するときに浮上する、互いに非共可能的なあらゆる世界に共

通の「或るアダム=X」 の同一性に関する問題である。互いに非共可能的な諸
世界とはそれぞれどのような実在性を有し、また、そのような互いに非共可能

的な諸世界間に貫世界的ないしは超世界的同一性を有する (曖味なアダム〉と
はどのような存在者なのか。個体がそれぞれの世界に局在し、他の世界には類
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似した分身がいるに過ぎないとするルイス流の分身説とは前提を異にするとし
て、それでは、この一般的にして (=「或る」)固有名を有する (=「アダム」)
〈曖味なアダム)と はどのような存在者であり、そこに何が賭けられているの

か。
五ν出来事 :さ らに、出来上がった個体ではなく個体化の発生の次元を重視
するドゥルーズにとって、同一性の網の目によつては掬いきれない出来事の生
起を哲学として思考することがその大きな課題であつた。概念による同定とも
時空的同定とも異なる仕方で、 ドゥルーズは出来事をどのように捉えるのか。
ドゥルーズの出来事論は、たとえば、ハイデガーの Ereignisやデイヴィドソン
のeventを めぐる思考――『意味の論理学』の刊行は 1969年である一一とどの
ように切り結び、或いはすれ違うの力、
これら二つの問いを網羅的に扱うべくもないが、以上の考察を通して、 ドゥ

ルーズ形而上学をクールに引き受けると共に、「形而上学という戦場」を賦活す
ることを目指す。(なお、本予稿は、既発表論考と一部分重複があることをお断
りしておく。)

(すずき いずみ/東京大学)
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